日 本 100 名 城 


」 の 中 か ら 、 


北 関東 箕輪 城 * 金 山城 * 足 利 氏 館 


\『 最 少 112 名 


北東 北 
根城 : 盛 岡城 : 久 保田 城 


最少 催行 人 員 : 10 名 


山中 に 大 切 堀 や 土星 、 石垣 が 残る 「 千 輪 城 」、 方 形 居館 を 守る 
大 規模 な 土星 と 水 貰 が 館 の 四 周 を 巡る 「 足 利 氏 館 」、 石垣 や 大 
手 虎口 な ど が 復元 整備 され 石垣 の 山城 が よみ が える 「 金 山城 
の 北 関東 の 3 名 城 を めぐ で り ます 。 


上 本 記 64.000 円 


旅行 代金 (大 人 お O と り 和 ) 
PE 
65.500 円 
987500 還 


屋 パス ※ 部 屋 タ イプ 洋 ※ 金 山城 は 片道 
5 分 ほど の 山 人 を 登り 、 トド 
行程 ー バ ス 前 空 機 … 徒 歩 = 列車 舶 + そ の 他 


っ 【16 番 】 箕 輸 城 (多数 の 曲輪 が 山上 に 展開 し た 巨大 な 平山 最 ) つ タ 
刻 : 高 崎 ワ シン トン ホテ ルプ ラ ザ 泊 

: 宿 > 【17 番 】 金 山城 (山城 な が ら 城 の ほほ 全て が 石垣 造 ) … [15 番 】 
足利 氏 館 (千倉 時 代 の 有力 御 家人 ・ 足 利 氏 の 居 第 ) 


根室 半島 チャ シ 群 ンー 


北海 造 道 東 の 100 名 城 へ 。 海岸 台地 の 上 に 壊 を めぐ ら せ た ア 
イス の チャ シ 糧 跡 を めぐ り ま す 。「 チ ャ シ 」 と は 砦 や 棚 に よる 
囲い 意味 する アイ ヌメ 語 で 、16 一 18 世 紀 に つて られ まし た 。 戦 
闘 ・ 祭 事 ・ 集 会 な ど 多 目的 に 使わ れ て いた アイ ヌメ の 城 で す 。 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
LLPE_LRI LR 
101,000 円 102,000 円 


※ 全 行程 乗員 が 同行 ーー ※ 利 用 バス 会 社 : くし ろ パ ス 、 回 穴 パ ス 、 根 室 交通 
の いずれ か ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 ※ 現 久 合 流 に つい て は P59 を ご 参照 下さ い 。 

※ 首 南 の 100 名 震 と 併せ て 2 泊 3 日 コー ス の 予定 で 一 部 の 事前 案内 を いた し まし た が 、 
行程 に 無理 が 生じ ます の で コー ス は 別々 に させ て いた だ きま す 。 


行程 つ パ ス 秋空 機 … 徒 歩 = 列車 一 租 + そ の 他 


| 補 室 ・ 根 室 イ ー ス ト ハ ー バ ー ホ テル 泊 (夕食 は 市 内 食事 処 
へ ご 案内 ) 


胡 : 宿 【1 番 】 ノ ッ カ マフ 1・2 号 チ オン ネモ トチ ャ シ 跡 
市 岬 っ 


中 世 の 陸 奥 南 朝方 の 拠点 と な っ た 城 で 発掘 調査 に 基づい て 主 
殿 や 馬 屋 が 復元 され た 「 根 城 」、 東北 で は 珍し い 花 賠 岩 の 見 事 

高石 垣 が を び ぇ 立つ 南部 氏 代々 の 居城 「 盛 岡城 」、 伝統 的 な 
土 塁 技術 で 築 か れ た 佐竹 氏 の 城 で 、 今 る 土 浩 の 城 の 面影 が 残 
る 「 久 保田 城 」 な ど 北 東北 の 3 名 城 を 訪ね ます 。 


行人 多 (大 人 お ひと り 守 ) 
PE 
95,000 円 97,000 円 


同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 岩手 県 北上 動車 、 弘 南 バ ス 、 十 和 
五 バ ス の いずれ か ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 


コバ パス 航空 工 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 


つ 【5 番 】 根 城 
理 凶 食 ) つ 夜 : ホ テル ルー トイ ン 硬 岡 


(中 世 の 了 奥 南朝 方 の 拠点 と な っ た 城 ) 一 盛岡 ( 痢 土 料 
泊 (ラジ ウム 人 工 泉 ) 


道 南 か ら 津軽 
五 答 部 松前 大 弘 前 城 最少 仙 行人 帳 : 10 名 
幕末 に 築造 きれ た 日 本 最大 の 星 型 西洋 式 土 時 の 五 徹 部 。 日 本 


式 で 築 か れ た 最後 の 近世 城 部 の 松前 城 。 東 北 で 唯一 の 現存 天 
守 を も つ 津 軽 氏 歴 代 の 城 の 弘前 城 。 北 海道 新幹線 利用 し て 、 
道 南 か ら 津 軽 の 三 名 城 を 効率 良く めぐ り ま す 。 
人 行人 金 (大 人 お ひと り 吉 ) 
出発 

し 由 有 42 98.000 幅 99.000 円 
ケー エス 北 の 時 観光 バス 、 大 沼 交 
流 に つい て は P59 を ご 参照 
Te 委 チ ャ ン 和 と 全 さ て の 予定 で 一 部 の 事前 案内 を いた し 
まし た が 、 行程 に 無理 が 生じ ます の で コー ス は 別々 に させ て いた だ きま す 。 


行程 ー バ ス ぽ 衣 空 陸 … 徒 歩 = 列車 一般 その他 


> 【2 番 】 五 徹 郭 ( 星 型 を し た 西洋 式 土 星 ) 夕刻 : ル ルー トイ ング ラン 


(温泉 大 浴場 、 市 内 食事 処 に ご 案内 ) 
朝 : 宿 つ 【3 番 】 松 前 城 (日 本 式 で 築 か れ た 最後 の 近世 城郭) 木古内 


海道 新 電線 一 新 育 森 一 【4 番 ] 弘 前 城 (東北 で 陰 一 の 現存 天守 を 
も つ 津軽 氏 歴 人 の 城 ) 
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